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生徒の情報処理能力を高める実践的研究(Ⅱ)
-総合学習における情報教育のありかた-

1.はじめに

本研究の目的は,附属福山中・高等学校(以下当校)

において2年間にわたって,これから必要とされる生

徒の情報リテラシーについて考察し,生徒の情報処理

能力を高めるためのカリキュラムと評価方法の開発な

どをおこなう。また,コンピュータ活用の基礎となる

リテラシーの教育とコンピュータを道具として活用す

る発展的な学習の内容(総合的な学習)を関連づけな

がら授業実践をおこなうものである。

本稿はその2年次で,主に中学校1年生の実践をま

とめたものである。中学校1年生を符に取り上げた理

由は,当校の中・高6カ年一貫教育において情報活用

の能力を培う上での基礎基本となるカリキュラムと考

えているからである。また,昨年度の反省から,単に

「コンピュータ活用の技能の修得」ではなく「実際の学

習活動の中で有効に活用する能力」をどのように育む

のかという視点で取り組んでいる。

2.授業の計画

川ねらい

本実践は,過1時間,年間約35時間でおこない,

この授業を本年度は総合的な学習のカリキュラムの一

つである　r学びの基礎j　に位置づけて実践している。

主なねらいは,コンピュータを「学習をより豊かに

する道具」として活用するために,基本的な操作や情

報処理の方法を修得することと,それを実際の具体的

な学習喝面に有効に生かすことである。これらを通し

て,学びの基礎となる情報の集め方,調べ方,まとめ

の方法などの能力を伸張し,自ら課題を発見し,自ら

学ぼうとする態度を育む。

中学校1年生は,中・高6カ年一貫教育のスタート

を切るわけであるが,この新入生たちの学びに対して

の意識は,これまでの学習習慣から,主に受け身的な

部分でとらえられているようである。つまり,生徒に
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とっての学習とは,あたえられた課題を,適切に解決

していく方法や知識を習得することであり,知識・技

能の伝授,習得と認識しているようである。

これに対して,われわれが生徒に育ませたい「学習」,

「学び」は,知識の習得や文化の継承といった部分もあ

るが,それをもとに新たな文化を創造するための下地

をつくるものであると考える。「学び」とは,習得した

知識や各自が得る情報から,課題を見つけ,調べ,研

究し,解決していこうとする主体的な活動であるべき

である。そのためには,「学び」をほかならぬ「わたし」

が「やる」という実践的なものにしていく必要がある。

このような実践では,自分の頭の中だけで「学ぶ」と

いうのではなくなり,自分で考えたことを整理し,発

表し,他者に評価してもらうなかでさらに深められて

いくものとなる。つまり,クラスなど共同体の営みの

なかで深められるものとなり,その中で,自分を表現

し,互いに意鬼の交換や相互理解をすすめていく展開

が必要となる。また,この「学び」を通して,自分と

社会との関わりや,他者との関わりを知り,相互の意

見交換をおこなうなかで,「自分とは何か」.「どういう

自分になりたいのか」,「自分が目指すものは何か」な

どを考えさせることができる。このように,「学び」を

アイデンティティを確立していく営みつまり,自分探

しと位置づけたい。

(2)年間の学習計画

く1学期〉

「自己紹介をしよう」という単元テーマで,ワープ

ロで文章を書くことと,グラフィックツールで描いた

絵や図をコピー・ペーストによって効果的なレイアウ

トでまとめる方法などの実習をおこなう。また,ネッ

トワークやインターネットの利用についても学習する。

く2学期〉

「20年後の世界」を課題に,各自の興味を持ったテー
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マを絞り込んで個人研究をおこない,ホームページ

の形式(HTMlJでまとめる。この活動では,学びの基礎

となる情報の集め方.調べ方,まとめ方,発表の方法

などの能力を伸張する。ネットワークを利用して研究

活動の成果発表と自己評価・相互評価をおこなう。

く3学期〉

表計算ソフトウェアーを利用して,理科年表などの

数値データをもとに,それを読みとり分析することや

まとめ方,プレゼンテーションの方法などを学ぶ。

(3)使用した教材機器

授業の主な活動場所はコンピュータ教室である。今

年度当初に,旧型のWindows3.1マシンから新たに

Windows98にモデルチェンジされたコンピュータが42

台設置されており,生徒ひとり一台ずつ利用できる。

コンピュータはすべて教室内LAN,校内のLAN,そし

てインターネットに接続にされており,学習活動にネ

ットワークを活用できる。

その他の機器では,イメージスキャナー・デジタル

カメラ,教材を提示する液晶プロジェクタとスクリー

ンなども利用した。ソフトウェアーは,Microsoft

Word,MicrosoftExcel.Paint,FrontPageExpress.

lntemetExplorerなどである。

3.学習指導の実際

本項では,2学期に実施した探究活動・創作活動の

実践について報告する。

(1)単元(主題)名

F20年後の世界』

(2)学習の目標・ねらい

「20年後の世界」を共通テーマに設定し,その中

でさらに各自が興味を持ったテーマを決めて,調査・

研究および創造活動を行っていく授業を実施した。

20年後とは,生徒たちが社会に出た後,おそらく

それぞれの職の中堅として活躍しているだろう年頃で

ある。また,現在の親の年齢に近くなっている境であ

る。あまりに先の未来の世界を想像するのではなく,

近未来を,現在,そして過去からの継続としてとらえ,

「わたしたちの住む世界」としてどのように変化してい

くのか予想し,創造していく内容を課題にした。

この取り組みは夏休みの課題からスタートした。ス

タートするにあたり,この課題の主旨説明と,数種の

テーマの例を紹介した(表1参照)。夏休みはこれらの

テーマの開発の歴史や,現在の課題などを調べること

にした。たとえば,「20年後の車」を調べる生徒は,

夏休みに,幸の発明から現在までの開発の歴史や.各

国の畢生産量の比較や,車社会の抱える問題点やその

解決に向けた動きなど多角的に調べる必要がある。ま

た,20年前はどうだったのかなどは.家庭の方に聞

き取り調査をおこなうのも有効である。このように,

学校で学んだ視点を基に,自分で資料を調べ,身近な

人との連携を持つなかで学習を深めてほしいと考えて

いる。また,近隣には福山歴史民族博物館.自動車時

計博物館.はきもの博物館,三次の風土記の丘など.

地域の文化を展示した博物館もある。これらも生徒に

紹介しており.学校の枠を放れて,主体的に地域を調

べていくきっかけづくりにしていきたいと考えている。

この他.資料収集にはインターネットの活用も有効

である。遠隔地の博物館資料を調べたり,大学や企業

での研究を調べることで,より多角的な実状や,現実

的な未来像や課題を把握することができる。

このように過去から現在の歴史や課題を調べた後に.

20年後の世界がどのようになっているかを予想し,

その世界を各自の表現法で発表していく。予想する院

には,これまで各教科で学んだ内容をベースとするが,

教科を越えた多角的,総合的な視点や思考力を育てた

い。また,相互評価によって,このような総合的な視

点や課題がつかめてくると考える。

表現法としては,文章やグラフや表そして,予想図,

または音や映像もあるかもしれない。これらの表現で

はマルチメディアを活用できるコンピュータが有効で

ある。授業では,グラフィックソフトを利用しての作

画を扱い,これらの発表手段としてホームページの作

成をおこなう。ホームページに掲示板機能を組み込む

ことで,レポート作成のみならず,それを見た他者の

意見も記入することで相互評価を実施する。

各自が調べ創造したことを,クラスの仲間で評価し

あうことで,新しい視点が浮かび上がったり,各自の

学びがそれぞれの自信となるであろう。このようにし

て学びの深化と共有化を図るとともに,コンピュータ

を学びを支援する一つの道具として定着させたい。

テーマ例

1.　20年後の乗り物　.

2.　20年後のエネルギー

3.　20年後の森林

4.　20年後の海

5.　20年後の衣類

6.　20年後の住まい

7.　20年後の食

8.　20年後の家電製品

9.　20年後の宇宙開発

10.　20年後のスポーツの記録

表1
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(3)単元の学習指導計画

単元名「20年後の世界」　全13時間

掴 指導項目 学習活動 指導上の留意点

夏休み課題研究

・「20 年後の世界を創造する」を大テ ・テーマについての考え方, 各自の課題

ーマとして,各自の研究課題を決め, を設定する上での視点などを明確にさ

過去から現在までのことを調べ, ノ せるために, 事前にガイダンスをおこ

ー トなどに整理する。 なう。

・図書館や博物館, 資料館, 美術館を ・探究の方法 (調べ方, 資料の集め方,

利用したり, 家族や地域の人からの まとめ方) について理解させ, 適宜,

聞き取りをするなどの方法で調べ

る。

個別のカウンセリングをおこなう。

2

5

1

4

1

ネットワークの ・ネットワークを利用してコミュニケ ・ネットワーク社会においてのマナーや

利用方法

研究のまとめ I

自己評価 ・相互

ーションをとる場合の注意点を考え モラル (ネチケット) について考えさ

る。 せ,留意すべき点について理解させる。

・インターネットのホームページで情 ・閲覧ソフト (ブラウザ) 使用方法を習

報を検索 ・閲覧するための利用法の

習得

・インターネットで情報収集

得させる。(使い方)

・検索機能を有効に活用するための方法
(各自のテーマについて参考となる

資料の収集)

・各自の課題研究をホームページの形

を習得させる。(調べ方)

・各自の研究課題について, 構成や章立
式(H T M L)でまとめる。

・ホームページに挿入する未来の世界

てなど, まとめ方について検討させる。

・H TM L の仕組みを理解させる。

・H TM L 編集ツールの使用方法とレイア
についての挿し絵や図版とその説明 ウ トや編集の方法などの技能を習得さ

文を作成。

・教室内L A N を利府して, 中閉まと

せる。

・グラフィックツール活用の基礎を習得
させる。

・各個人のホームページに掲示板を設・置
評価 I (まとめ めを互いに閲覧し, 互いの情報に対 しておき, 他者のホームページにコメ

の中間発表)

研究のまとめⅡ

自己評価 ・相互

してコメン トを交換することで, 内 ントを記入しながら意見交換を行うこ

容の深化をはか り, コミュニケーシ とでそれぞれの課題をみつけさせる。

ヨンの道具としてのコンピュータの ・評価の観点を明確にさせ, 適切なア ド

活用をおこなう。

・中間発表で受けたア ドバイスや明ら
かになった課題をもとに最終的なま

とめをおこなう。

・教室内L A N を利用して, 最終まと

バイスをおこなうようにさせる。

・各個人のホームページに設置された掲
評価 ] (まとめ めを互いに閲覧し, 相互評価をおこ 示板をを利用して評価のコメン トを記

の発表) なう。 入させる。

・評価の観点を再確認する
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わたしのヘージへようこそ
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l.はじめに

(テーマ選択の瓔由、動機)

私がテーマを顆脳の理だ11′理由は,賽鰯
fJl蒔き材柚ユノ丁、結乗れ,るのだうつかという
とこう棋恥は欄且「封針井榊は中心に詞
′′、ここみることlこしたからです.

2.現在の衣服について

く現在の衣漸ま何から増来ているHlJJこ
ちか、弓.rnlる粗珂鞋正也賓n
うために加の裏lここれ、TL、…′「品賞
の貰見て丸もLと∧瑚措きこ† lつか・

ていま
い-・たいどんな種類C級椎があるのかという
下切か,ら大きく的1触サ′とられる笑軒績

確と人工料ここF.らγ山榊範時のとコに差きく
1・.・、I.1t.

用意人か着てし、る衣服は何から潟東てい
弛みかきし、か〉

q規在日本~朋にこかわれで.-る雑増は
とちっが争いか

碕‡載縛め巧言色密

E≡ヨ言∵・;誓.、
.t　-　　　.

四七二
寿ぎl邊一一

亘よき与か_f_ィ
」,

1

嘲」_惑乱達を　1・イ　ー〕

繊年監遠這二コ.芯妄],∈

(図1:生徒が制作したホームページ)

(図2:生徒が制作したホームページ)

(41教室内ネットワークを活用した相互評価

本実践では,評価を教師だけが行うのではなく,生

徒の自己評価や相互評価の活動を重要視している。

主な評価の観点は以下のとおりである。

・テーマの設定は適切であるか

・テーマについてのねらいは明確か

・多角的な視野で探究(調べ)活動を行っているか

・調べたことについて多面的に考察しているか

・自分の意見や主張があるか

・ホームページ(mL)のまとめ方はよいか

(図3:相互評価のための掲示板)

評価の活動を有効におこなうために,教室内ネット

ワークを活用した。これはWe bの機能を利用したも

ので,生徒一人ひとりに評価用の掲示板(図3)を作

成しておき,予め記述してあるいくつかの項目(評価

の観点)に対して評価のコメントを入力するというも

のである。このプログラムはフリーウェアーのCGI

を利用したもので,掲示板は個人のホームページから

のリンクの設定で繋がっている。また,各教官室から

校内LANを通して閲覧可能で,担任や他教科の先生も

コメントを入力できる。これは.ネットワーク上の学

習発表会と捉えることもできる。

4.考察

1999年の中学校1年生入学時の調査では,家庭

にパソコンがあると答えた生徒は約5割,家庭や小学

校などでコンピュータを使用した経験のある生徒は約

7割に達している。数年前の状況から考えると,これ

は発くべき数字である。学校にも家庭にも急速にコン

ピュータが導入されているのである。

この授業では,中学校の新入生に,まず.コンピュ

ータの基本操作を習得させ,次にワープロなどを通し

て機器に慣れ親しむというところから始めるが,今年

度の場合は日本語人力システムの操作等の指導にもあ

まり手が掛からない状態であり.キーボードやマウス

に対する抵抗感もほとんどない。現代の子どもたちは,

幼い頃からテレビやゲーム機でキー操作やディスプレ

イを見ることに慣れているのである。数年前には「コ

ンピュータを活用することで生徒の学習意欲が喚起さ

れ‥・」といったレポートをよく目にしたが,今の
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子どもたちには,それは幻想である。単に興味を引く

ための手段では中学生たちはついてこない。本を開き,

黒板やノートでおこなうことと同等のことをこの機器

で行ってもあまり意味を持たない。コンピュータの活

用は,教育内容として深まりがあり,当を得たもので

なければならない。つまり,「コンピュータならでは」

といった他の道具とは異なる特性に視点を置いた有効

な活用が求められるのである。

本実践は,機器やソフトウェアーの基本操作を習得

することから始め,具体的かつ総合的な学習活動に生

かしていくことを目的とした取り組みである。

単元「20年後の世界を創造する」では,各自が設

定した課題を探究し,未来を想像したことをまとめる

ことが主な学習活動であるが,探究した内容を単にワ

ープロで書くのではなく,画像やグラフなどのマルチ

メディア情報も取り入れたハイパーテキスト形式

(HTML)で整理することに生徒にとっては新たな思考

がある。また,それをネットワーク上で閲覧しコミュ

ニケーションをおこなうことで,ネットワーク活用の

意味合いとマナーやモラルについても考慮させること

ができたと考えている(図1,2)。

生徒の探究活動では,いくつかの問題点を指摘でき

る。一つは,探究した未来像は,ややもすると大学や

企業の研究者の未来像であり,生徒はそれを調べたに

すぎないという結果になった事例が多いことである。

「表2」のように探究の視点が単一であり.探究した内

容は深まりのない視野の狭いものになっている。また,

「表3」のように調べる資料や時間の少なさ.レポート

が調べたことのみで終わっている実態がある。

まとめ方も稚拙なものが少なくない。これは,「地球環

境」・「くらしの未来」など,テーマが遠大すぎて,

中学1年生の段階では手に負えなくなり,焦点が曖昧

になったこと,指導に際して生徒個々への細かいカウ

ンセリングが不足していたことが理由として上げられ

る。　もう一つの問題は,テーマに対しての問題意識

は持っているのであるが,自分なりの意見や主張を形

(かその開発.発明の歴史
②その科学的しくみの説明(原理について)
(診それが発明.開発された時代の社会の動き

(時代背景)

20名
5名

6名
④当時の人々のそれに対しての感想など　　　2名
⑤それが当時の社会にあたえた影響や問題点など

15名
⑥現在の課題や研究について
⑦調べて感じたあなた自身の感想や意見
⑧家族の人の感想や意見
※1学級での調査,該当する内容に複数回答
※一人あたりの平均2.2項目

(表2)

10名
16名
3名

新 聞 記 事 の 利 用　　　　　　　　　　　　　　 6 名
書 籍 の 利 用　　　　　　　　　　　　　　　　 3 4 名
博 物 館 な ど の 手J用　　　　　　　　　　　　　 3 名

家 族 など 人 に尋 ね た　　　　　　　　　　　　　 3 名

※

書 籍 の 利 用 状 況 l
l

2 5

20

点 1 5

く 10

5

0

蔓萎

'薫

観　Y
盟慢
簿辱穫
工　 .....- 巳Eココ　- ....・....・.-

1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7

参 照 書 籍 数

1 学 級 で の 調 査 , 該 当 す る内 容 に複 数 回 答

(表 3 )

成するまでに至っていないことである。データや資料

分析に基づいた内容ではなく,感覚的な感想が中心で

あった。集めた資料に対して批判的な視点を持たせ,

それを切り口としてどのように考察していくのかを指

導のポイントにすることが必要であった。

評価については,自己評価や相互評価の活動に重点

を置いた。生徒たちは,そうした評価を交えることに

よって多面的な視野を持ち,自己を客観視することが

でき,また,それによって学習への意欲が高まり,内

容の深化につながると考えている。

5.成果と課題

本実践は,中学校1年生における「総合的な学習」

と「情報教育」との関係を視野に入れた取り組みであ

った。基礎基本の習得に始まり,課題の発見,探究,

情報分析,問題の解決,まとめと発表・自己表現,コ

ミュニケーション.自己評価といった総合的な学習の

学びの意味(知の統合)に視点を置いた単元やカリキ

ュラムを開発することができたと考えている。前項で

述べたように,具体的な学習内容や指導方法に多くの

課題があり,生徒の探究活動にも不十分な点が残って

いるが.このような学習活動を中学1年生の段階で体

験させることは,「主体的な学び」や「自己学習力」を

培う意味において.極めて重要な内容であると言える

のではないだろうか。学習指導要領に示されている

「生きる力」について考えるとき,それは教えられて身

に付くものではなく.実際のこどもたちの学習活動に

おいて,それが発揮・活用される場面や仕組みをいか

につくっていくのかが大切であり,今後もそのための

具体的な単元やカリキュラムの開発を進めていくこと

が必要である。
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